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第20回 ＩＭＦ世界大会ＪＣ代表団40名（1964年11月、ウィーン）

1
9
5
7
年
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
書
記
次
長
と

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
開
設
の
打
合
せ
︵
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
︶

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と

日
本
の
金
属
労
組
と
の
出
会
い

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
日
本
の
金
属
産
業
労
組
と
の
出

会
い
は
、1
9
5
2
年
（
昭
和
27
年
）４
月
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
金
属
工
業

委
員
会
に
日
本
の
金
属
産
業
労
働
者
の
代
表

と
し
て
出
席
し
た
、
佐
野
芳
雄
（
総
評
の
代

表
と
し
て
出
席
）、古
賀
専
（
総
同
盟
総
主
事
・

造
船
総
連
書
記
長
）
の
両
氏
が
最
初
で
あ
る
。

　

一
方
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
各
産
業
委
員
会

に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
の
代
表
を
参
加
さ
せ
て

い
た
。
古
賀
氏
ら
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
３
週
間

滞
在
し
た
が
、
こ
の
間
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
接
触

を
受
け
た
。
古
賀
氏
は
そ
の
際
の
こ
と
を
次

の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

 

「
そ
の
と
き
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
役
員
達
の
日
本
に
寄

せ
る
関
心
の
非
常
に
深
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
戦
争
の
三
大
強
国
、
六
大

工
業
国
の
一
つ
と
い
う
こ
と
を
承
知
の
上

で
、
日
本
の
当
時
の
状
況
、
朝
鮮
動
乱
に

よ
る
特
需
景
気
で
、
産
業
の
復
興
が
か
な

り
め
ざ
ま
し
く
な
っ
て
き
て
い
た
か
ら
で

す
。
私
は
偶
然
の
チ
ャ
ン
ス
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本

部
と
日
本
の
金
属
労
組
役
員
と
し
て
最
初

の
接
触
、
出
会
い
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
わ

け
で
す
。」

Ｑ
．
な
ぜ
日
本
の
労
働
組
合
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に

加
盟
し
よ
う
と
し
た
の
か
？

Ａ
．
国
内
と
国
際
の
両
側
面
か
ら
だ
っ
た
。

1
9
6
4
年
は
、O
E
C
D︵
国
際
経
済
協

力
開
発
機
構
︶加
盟
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ︵
国
際
通
貨

基
金
︶第
八
条
国
へ
の
移
行
な
ど
、
本
格
的

な
開
放
経
済
体
制
下
に
入
っ
た
年
だ
っ
た
。

貿
易
自
由
化
を
間
近
に
控
え
、
国
際
化
時

代
を
迎
え
る
に
至
っ
た
こ
と
に
対
応
し
、

国
際
金
属
労
働
者
の
仲
間
と
と
も
に
国
際

連
帯
を
強
化
し
て
日
本
の
金
属
労
働
者
の

国
際
的
地
位
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
国
内
で
は
巨
大
資
本
の
合
併

や
外
資
の
導
入
な
ど
経
営
の
国
際
化
が
予

測
さ
れ
る
中
で
、
労
働
組
合
の
要
求
活
動
の

面
で
も
、
労
組
の
国
際
化
が
必
要
で
あ
る
と

の
判
断
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
を
決
断
し
た
。

　

古
賀
氏
は
1
9
5
6
年（
昭
和
31
年
）
の

Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
日
本
の
労
働
代
表
顧
問
と
し

て
出
席
し
た
際
に
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
接
触
を

重
ね
て
き
た
。

　

こ
の
間
、54
年（
昭
和
29
年
）６
月
、Ｉ
Ｌ
Ｏ

第
37
回
総
会
に
日
本
労
働
代
表
顧
問
と
し
て

出
席
し
た
天
池
清
次
全
金
同
盟
主
事
が
ベ
ル

ン
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
を
訪
問
し
た
際
、
同
年
11
月

に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
開
く
第
17
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
大
会

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
の
参
加
招
請
を
受
け
た
。

全
金
同
盟
は
同
年
10
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開

か
れ
た
第
５
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
金
属
工
業
委
員
会
に

出
席
し
た
井
堀
繁
雄
副
会
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
大
会
に
参
加
さ
せ
た
。

　

1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）３
月
、全
金
同

盟
は
中
央
委
員
会
で
、わ
が
国
で
初
め
て
「
Ｉ

Ｍ
Ｆ
加
入
の
件
」
を
提
案
、
今
後
、
加
盟
を

促
進
し
て
い
く
と
の
原
則
を
承
認
し
た
。
翌

56
年
の
第
６
回
全
国
大
会
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
直

接
加
盟
を
決
定
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
そ
の
意
思
を
伝

え
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
は
「
日
本
に

お
け
る
金
属
労
働
戦
線
は
複
雑
で
あ
り
、
全

金
同
盟
だ
け
が
先
に
加
盟
す
る
と
他
の
組
合

が
加
盟
し
に
く
く
な
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く

他
組
織
の
足
並
み
が
そ
ろ
う
ま
で
待
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
決
定
を
保
留
し
た
。

日
本
の
現
状
を
把
握
せ
よ

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
全
金
同
盟
の
こ
う
し
た
動
き
に
対

し
て
、1
9
5
5
年
の
中
央
委
員
会
で
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
本
部
と
し
て
日
本
に
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
派

遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
日
系
二

世
で
、
カ
ナ
ダ
木
材
労
組
の
調
査
部
次
長
の
ジ

ョ
ー
ジ
・
ミ
ヤ
ザ
ワ
が
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
（
国
際
自

由
労
連
）の
推
薦
で
半
年
間
の
契
約
を
結
び
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
駐
在
員
と
し
て
来
日
し
た
の
で
あ
る
。

　

来
日
し
た
ミ
ヤ
ザ
ワ
は
、
1
9
5
5
年
（
昭

和
30
年
）
11
月
に
国
労
会
館
に
事
務
所
を
開
設

し
て
い
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ（
国
際
運
輸
労
連
）
を
足
場

に
し
て
多
く
の
金
属
労
組
と
の
交
流
を
図
っ

た
。
ミ
ヤ
ザ
ワ
が
契
約
を
終
え
帰
国
す
る
ま
で

の
半
年
間
で
確
立
し
た
日
本
で
の
活
動
を
引
き

継
い
だ
の
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
書
記
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年の歴史から新たな出発年の歴史から新たな出発

1962年2月  ＵＳＷＡ代表を八幡へ

1963年  三菱重工神戸労使へのオルグ

ＪＣ結成大会ポスター

1964年  ＩＭＦ－ＪＣ結成大会

次
長
だ
っ
た
。
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
は
当
時
の
こ

と
を
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

 

「
1
9
5
6
年
6
月
、
梅
雨
時
で
雨
の
降
る

日
本
の
東
京
に
着
い
た
。
そ
れ
は
私
の
ア
ジ

ア
へ
の
は
じ
め
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
私
は

３
カ
月
近
く
日
本
に
滞
在
し
た
。
日
本
の
生

活
習
慣
、
政
治
活
動
、
伝
統
的
な
労
使
関
係
、

労
働
組
合
の
構
造
、
労
働
者
お
よ
び
労
働
組

合
に
お
よ
ぼ
す
そ
の
影
響
な
ど
に
み
ら
れ
る

相
違
は
、
ひ
と
り
の
西
欧
人
に
と
っ
て
ま
さ

し
く
目
を
見
張
る
も
の
で
あ
り
、
徹
底
的
な

研
究
調
査
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。」

　

ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
は
、
当
時
日
本
に
書
記
局

を
開
設
し
て
い
た
唯
一
の
国
際
産
業
別
組
織
で

あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）
日
本
事
務
所

の
山
﨑
氏
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
っ
て
、
八
幡

製
鉄
な
ど
の
各
組
合
を
精
力
的
に
ま
わ
り
、
所

期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
の
第
１
回
の
来
日

で
、
日
本
に
お
け
る
金
属
労
組
が
異
な
っ
た
上

部
団
体
の
元
に
四
分
五
裂
の
状
況
に
あ
る
こ
と

を
自
分
の
目
と
耳
で
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
当
時
の
金
属
労
組
は
ど
ん
な
上
部
団
体

に
加
盟
し
て
い
た
の
か
？

Ａ
．﹁
総
評
﹂﹁
同
盟
﹂﹁
中
立
労
連
﹂﹁
新
産
別
﹂

と
い
う
４
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
そ
れ
は
政
治
的
に
も
分
裂
し
て
い
た
。

金
属
労
組
で
も
、
鉄
鋼
労
連
、
全
国
金
属
は

﹁
総
評
﹂、
造
船
総
連
、
自
動
車
労
連
、
全
金

同
盟
は
﹁
同
盟
﹂、電
機
労
連
は
﹁
中
立
労
連
﹂

全
機
金
は
﹁
新
産
別
﹂
に
加
盟
。
ま
た
、
全

国
自
動
車
は
﹁
無
所
属
﹂、
さ
ら
に
、い
ず
れ

の
総
連
合
体
に
も
加
盟
し
て
い
な
い
金
属
労

組
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
開
設

　

1
9
5
7
年（
昭
和
32
年
）４
月
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
日

本
事
務
所
が
東
京
八
重
洲
口
の
国
労
会
館
の
一

角
に
開
設
さ
れ
、
瀬
戸
一
郎
氏
が
事
務
所
長
に

就
任
し
た
。
以
後
、1
9
6
4
年
（
昭
和
39
年
）

の
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
（
国
際
金
属
労
連
日
本
協
議

会
）
の
発
足
ま
で
の
７
年
間
、
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー

グ
書
記
次
長
と
瀬
戸
所
長
の
二
人
三
脚
に
よ

る
、
長
い
苦
難
に
満
ち
た
組
織
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
の
開
設
の
目
的
は
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
自
体
、
そ
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
内
容
を
よ

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
料
と
情

報
を
翻
訳
し
、労
働
組
合
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
、
加
盟
組
合
、
各
世
界
大
会
、
諸

会
議
お
よ
び
調
査
活
動
を
通
じ
て
日
本
の
労
組

の
活
発
な
組
合
員
や
役
員
が
外
国
の
労
働
組

合
の
活
動
、
姿
勢
に
関
す
る
体
験
を
体
得
す
る

援
助
を
し
た
。

　

ま
た
、
瀬
戸
氏
に
は
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
か
ら

日
本
滞
在
中
に
収
集
し
た
情
報
と
人
脈
と
を

頼
り
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
す
る
よ
う
リ
ス
ト
を
渡

さ
れ
た
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は
主
な
オ
ル
グ
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
古
賀
専
（
造
船
）、
宮
田
義

二
（
鉄
鋼
）、
福
間
知
之
・
野
口
勝
一
（
電
機
）、

大
谷
徹
太
郎
（
全
機
金
）
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
た
。

　

1
9
5
7
年
５
月
１
日
に
は
「
国
際
金
属

労
連
ニ
ュ
ー
ス
」
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、
グ
ラ

デ
ル
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
の
「
日
本
の
金
属
労
働
者

に
訴
え
る
」
を
掲
載
し
た
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
は
「
世
界
各
国
の
労
働
者
の
状
況
、
民
主
的

労
働
運
動
の
方
法
、
労
働
条
件
の
向
上
や
団
体

交
渉
に
必
要
な
詳
し
い
資
料
を
い
つ
も
用
意
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
労
働
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
と
全

世
界
の
労
働
者
を
結
ぶ
、
そ
の
連
帯
を
さ
ら
に

親
密
に
で
き
る
よ
う
希
望
す
る
。」
と
訴
え
た
。

　

57
年
秋
の
鉄
鋼
労
連
11
波
ス
ト
ラ
イ
キ
に

は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
通
じ
て
Ｕ
Ｓ
Ｗ
Ａ（
全
米
鉄
鋼
労

組
）
か
ら
一
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン（
当
時
84
万
円

相
当
）
が
送
ら
れ
、
59
年
の
Ｕ
Ｓ
Ｗ
Ａ
の
長
期

ス
ト
ラ
イ
キ
に
際
し
て
は
、
鉄
鋼
労
連
が
闘
争

の
全
面
支
持
の
激
励
電
と
１
０
０
万
円
の
カ
ン

パ
を
送
っ
て
連
帯
を
深
る
な
ど
、
国
際
交
流
を

通
じ
て
連
帯
意
識
を
強
め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
国
際
交
流
活
動
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
を
取
り
巻
く

日
本
の
労
組
情
勢

　

1
9
5
4
年
（
昭
和
29
年
）に
結
成
さ
れ
た

全
労
と
総
評
と
の
対
立
は
、60
年
（
昭
和
35
年
）

１
月
、
全
労
が
支
持
母
体
と
な
っ
て
民
社
党
が

結
成
さ
れ
る
に
及
び
、
社
会
・
共
産
、
社
会
・

民
社
の
政
党
を
巻
き
込
ん
だ
対
立
へ
と
発
展
し

た
。
一
方
、
総
評
と
共
産
党
の
対
立
も
、
60
年

安
保
・
三
井
三
池
闘
争
を
契
機
に
激
化
し
、
池

田
内
閣
の
出
現
に
よ
る
政
治
安
定
と
高
度
成
長

と
も
相
ま
っ
て
、
政
治
偏
重
主
義
か
ら
経
済
闘

争
へ
と
運
動
方
針
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
っ
た
。

　

62
年
４
月
に
は
全
労
・
総
同
盟
・
全
官
公
が

並
列
参
加
の
形
で
連
絡
調
整
機
関
と
し
て
の
同

盟
会
議
を
結
成
。
同
年
９
月
、
全
労
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ

87
号
条
約
批
准
問
題
の
表
面
化
と
と
も
に
、
こ

れ
を
支
援
し
た
国
際
自
由
労
連
へ
の
一
括
加
盟

を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
総
評
系
加
盟
労
組
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は
こ
ぞ
っ
て
反
対
し
た
。
し
か
し
、
自
由
化
・

国
際
化
の
波
は
総
評
の
国
際
路
線
を
大
き
く

揺
さ
ぶ
っ
た
。

　

総
評
・
中
立
労
連
系
労
組
内
の
民
主
化
勢

力
は
、
62
年
２
月
に
「
民
主
化
運
動
懇
談
会
」

を
結
成
し
、
翌
63
年
２
月
に
は
、
全
造
船
二
八

会
、
電
機
労
連
二
九
会
な
ど
13
単
産
の
民
主

化
グ
ル
ー
プ
で
「
全
国
民
主
化
運
動
連
絡
会
」

（
全
国
民
連
）
結
成
へ
と
発
展
、
同
盟
会
議
に
オ

ブ
加
盟
し
た
。
全
国
民
連
は
、
64
年
11
月
の
同

盟
（
同
盟
会
議
の
三
者
を
組
織
一
本
化
）
結
成

後
も
同
盟
と
の
協
力
関
係
を
保
つ
方
向
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
総
評
は
危
機
感
を
持
ち
、

62
年
に
は
事
務
局
長
自
ら
西
欧
側
諸
国
や
国

際
自
由
労
連
本
部
を
訪
問
、
６
月
の
同
労
連
大

会
に
は
代
表
を
派
遣
し
て
オ
ブ
参
加
す
る
と
と

も
に
、総
評
大
会
で
は
、国
際
労
働
運
動
は
、「
組

織
的
中
立
」
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
産
業
別
に

資
本
主
義
諸
国
の
労
働
運
動
と
の
交
流
・
連
帯

を
深
め
る
積
極
的
な
方
針
を
示
し
た
。

Ｑ
．
Ｉ
Ｌ
Ｏ
87
号
条
約
と
は
？

Ａ
．
結
社
の
自
由
お
よ
び
団
結
権
の
保
護
に

関
す
る
条
約
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
1

 

9

 
4
 

8
年
に
採
択
、
50
年
に
発
効
。
日
本
は
1

 
9
 

6
5
年
に
批
准
関
連
法
案
が
成
立
し
た
た

め
、
1
9
6
6
年
６
月
に
発
効
し
て
い
る
。

日
本
は
70
番
目
の
批
准
国
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
を
め
ぐ
る

産
業
別
労
組
の
動
向

●
電
機
労
連

　

62
年
５
月
の
第
10
回
定
期
大
会
に
「
こ
れ

ま
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
を
通
じ
て
国
際
労
組

と
の
相
互
交
流
を
重
ね
て
き
た
が
、
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
こ
れ
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。
国
際
労
働
組
合
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
相
互
関
係
を
深
め
て
い
く
」

と
の
方
針
を
決
定
し
た
。
翌
63
年
５
月
の
第
11

回
定
期
大
会
で
は
「
組
織
的
提
携
の
方
向
を
Ｉ

Ｍ
Ｆ
に
お
き
、
加
盟
に
つ
い
て
は
金
属
主
要
単

産
の
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会

（
仮
称
）
に
参
加
、
検
討
し
た
う
え
で
来
年
度

定
期
大
会
に
提
案
す
る
」
と
の
本
部
原
案
を
絶

対
多
数
で
決
定
し
た
。

●
鉄
鋼
労
連

　

62
年
９
月
の
第
24
回
定
期
大
会
に
「
資
本

主
義
国
、社
会
主
義
国
、金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、

金
属
イ
ン
タ
ー
を
問
わ
ず
自
由
に
自
主
的
に
友

好
関
係
を
保
つ
こ
と
を
基
調
と
し
、
そ
の
中
で

資
本
主
義
国
の
金
属
労
働
者
、
具
体
的
に
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
や
金
属
イ
ン
タ
ー
に
加
盟
し
て
い
る
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
労
働
者
と
交
流
連
帯
を
強

め
る
」
方
針
案
を
提
出
し
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。63
年
９
月
の
第
27
回
定
期
大
会
で
は
、

本
部
が
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
問
題
を
組
織
的
な
検
討

課
題
と
す
る
」
と
提
案
、
こ
れ
に
対
し
て
八
幡

労
組
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
代
議
員
か
ら
具

体
的
な
方
向
を
示
せ
と
の
要
望
が
あ
り
、
本
部

は
「
総
評
の
積
極
中
立
路
線
の
原
則
を
堅
持
し

な
が
ら
資
本
主
義
国
労
組
と
の
交
流
を
強
め

る
。
現
在
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
呼
び
か
け
の
あ
る
の
は

事
実
で
あ
る
が
、
ま
だ
正
式
ル
ー
ト
で
は
検
討

し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
今
後
加
入
の
方
向
で

検
討
を
決
め
る
意
向
を
表
明
し
た
。
鉄
鋼
労

連
本
部
と
し
て
は
、
で
き
れ
ば
64
年
２
月
の
臨

時
大
会
に
単
産
と
し
て
参
加
す
る
か
ど
う
か
の

態
度
を
は
か
る
考
え
で
あ
っ
た
が
、
で
き
る
限

り
意
見
の
調
整
に
努
力
す
べ
き
だ
と
い
う
慎
重

論
を
と
り
、
最
終
的
態
度
決
定
は
64
年
秋
の

定
期
大
会
に
延
ば
す
方
針
を
固
め
た
。
そ
ん
な

中
、
八
幡
労
組
は
63
年
10
月
の
定
期
大
会
で
Ｉ

Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
参
加
を
正
式
に
決
定
し
、
中

山
製
鋼
労
組
も
同
一
歩
調
を
と
っ
た
。

　

結
局
、
鉄
鋼
労
連
の
一
括
加
盟
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
発
足
２
年
後
の
1
9
6
6
年（
昭
和
41
年
）

２
月
の
登
別
大
会
で
決
定
、
実
現
さ
れ
た
。

Ｑ
．
な
ぜ
、
鉄
鋼
労
連
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
に
慎

重
だ
っ
た
の
か
？

Ａ
．
鉄
鋼
労
連
が
総
評
に
加
盟
し
た
と
き
、

一
部
の
組
合
が
反
対
し
鉄
鋼
労
連
を
脱
退

し
た
。そ
う
し
た
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、

一
部
に
反
対
論
が
あ
る
中
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協

議
会
加
盟
を
強
行
し
て
組
織
の
分
裂
を
招

く
よ
う
な
事
態
だ
け
は
避
け
た
か
っ
た
の

で
あ
る
。

●
造
船
総
連

　

1
9
6
3
年
５
月
の
第
13
回
定
期
大
会
で

Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
加
盟
を
決
定
、
そ
の
時
期
、
方

法
に
つ
い
て
は
国
内
金
属
関
係
労
組
の
動
向

と
に
ら
み
合
わ
せ
執
行
委
員
会
で
決
定
す
る

こ
と
に
し
た
。

●
全
国
自
動
車

　

1
9
6
2
年
の
第
１
回
大
会
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と

の
連
携
強
化
を
確
認
、
63
年
第
２
回
大
会
で

は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
に
つ
い
て
①
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
加
盟

指
向
す
る　

②
日
本
協
議
会
設
置
に
つ
い
て

は
賛
同
し
加
入
す
る　

③
Ｉ
Ｍ
Ｆ
正
式
加
盟

の
時
期
に
つ
い
て
は
64
年
臨
時
大
会
を
目
標

に
そ
の
徹
底
を
は
か
る
、
こ
と
を
決
定
し
た
。

●
自
動
車
労
連

　

1
9
6
0
年
６
月
定
期
大
会
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加

盟
の
方
向
を
正
式
に
決
め
、
同
年
11
月
、
パ

リ
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
自
動
車
部
会
に
オ
ブ
参
加
し

た
の
を
機
に
、
口
頭
で
加
盟
を
申
し
入
れ
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
は
先
の
全
金
同
盟
へ
の
回
答
同

様
に
、
他
の
労
組
の
歩
調
が
揃
う
ま
で
待
っ

て
欲
し
い
と
の
意
向
を
重
ね
て
伝
え
、
自
動

車
労
連
も
こ
れ
を
尊
重
し
て
単
独
加
盟
を
一

応
留
保
し
た
。

●
全
機
金

　

1
9
6
2
年
７
月
の
大
会
で
早
く
も
Ｉ
Ｍ

Ｆ

－Ｊ
Ｃ
結
成
の
方
向
を
確
認
し
、
翌
63
年

の
大
会
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
を
正
式
に
決
定
し
た
。

協
議
会（
Ｊ
Ｃ
）方
式
で
の

加
盟
き
ま
る

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
は
、
日
本
の
金
属
労
働
戦
線
の

分
裂
状
況
を
懸
念
し
て
、
現
状
の
ま
ま
の
個
別

加
盟
は
諸
会
議
の
代
表
選
出
そ
の
他
で
そ
の
都

度
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
か
ね
ず
、
本
部
と
し
て

も
処
理
し
に
く
い
と
い
う
理
由
で
協
議
会
方
式

に
よ
る
一
本
加
盟
を
熱
心
に
呼
び
か
け
た
。

　

日
本
側
も
ま
た
、
本
格
的
な
開
放
経
済
体

制
を
迎
え
、
国
際
舞
台
で
基
幹
産
業
で
あ
り
戦

略
産
業
で
あ
る
金
属
関
係
の
労
働
者
が
発
言

力
を
持
つ
た
め
に
は
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た

方
が
有
利
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
協
議
会
と

し
て
の
一
本
加
盟
、
つ
ま
り
Ｊ
Ｃ
方
式
と
す
る

こ
と
に
決
ま
っ
た
。

Ｑ
．
四
分
五
裂
に
あ
る
金
属
労
働
戦
線
の

中
で
、
Ｊ
Ｃ
方
式
が
す
ん
な
り
と
受
入
れ

ら
れ
た
の
か
？

Ａ
．
Ｊ
Ｃ
方
式
は
国
際
的
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

国
内
的
に
は
組
合
主
義
路
線
に
立
つ
金
属

労
働
戦
線
の
統
一
と
い
う
か
た
ち
で
、
総
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年の歴史から新たな出発年の歴史から新たな出発

評
、
全
労
、
中
立
労
連
、
新
産
別
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
越
え
た
も
の
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
金
属
労
働
者
の
総
結

集
は
、
あ
ら
た
な
第
三
勢
力
と
な
る
こ
と

を
懸
念
し
た
全
労
の
主
力
単
産
で
あ
る
全

金
同
盟
の
Ｊ
Ｃ
結
成
準
備
委
員
会
の
過
程

で
の
参
加
中
止
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ｃ
結
成
後

に
お
け
る
い
わ
れ
な
き
中
傷
、
非
難
、
妨

害
を
招
く
一
因
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｃ
結
成
に
向
け
て
の
準
備
活
動

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
結
成
へ
の
準
備
活
動
は
、
内

外
諸
情
勢
の
激
し
い
変
化
の
中
で
進
め
ら
れ

た
。

　

62
年
初
頭
か
ら
、
鉄
鋼
労
連
、
電
機
労
連
、

造
船
総
連
、
全
機
金
、
全
金
同
盟
、
全
国
自

動
車
、
自
動
車
労
連
な
ど
の
各
単
産
有
志
は
、

非
公
式
に
懇
談
会
を
設
け
て
Ｊ
Ｃ
結
成
の
具

体
化
を
検
討
し
始
め
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
63
年
５
月
10
日
付
け
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ

書
記
長
ア
ド
ル
フ
・
グ
ラ
ン
デ
ル
お
よ
び
Ｉ
Ｍ

Ｆ
日
本
事
務
所
長
瀬
戸
一
郎
連
名
で
「
⋮
わ
れ

わ
れ
は
国
際
金
属
労
連
日
本
協
議
会
（
仮
称
）

の
結
成
を
提
唱
し
、
国
際
金
属
労
連
加
盟
に
向

か
っ
て
大
同
団
結
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ

る
。」
と
、
グ
ラ
デ
ル
・
瀬
戸
提
唱
を
行
う
と

同
時
に
、
国
際
金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
日
本
協

議
会
運
営
要
綱
案
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
時
点
ま
で
に
結
成
準
備
懇
談
会
お
よ
び

世
話
人
会
で
確
認
さ
れ
た
事
項
は
、
①
日
本
協

議
会
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
ま
た
は
加
盟
を
指
向
す
る
組

合
の
総
結
集
機
構
で
あ
り
加
盟
の
方
法
は
一
括
加

盟
と
す
る
、
②
協
議
会
は
国
際
交
流
の
統
一
的
窓

口
で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
金
属
労
働
戦
線
の
再

編
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
こ
の
協
議
会
の
性
格
と

は
別
な
も
の
で
あ
る
、
③
協
議
会
の
機
構
な
ら
び

に
運
営
は
幅
の
広
い
も
の
に
し
て
い
く
、
④
加
盟

費
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
会
費
、
日
本
協
議
会
の
経
費
を
含
め

て
組
織
人
員
一
人
に
つ
き
10
円
程
度
と
す
る
、

⑤
産
業
別
、
業
種
別
部
会
に
つ
い
て
は
今
後
の

検
討
事
項
と
す
る
、
で
あ
っ
た
。

　

1
9
6
3
年
11
月
１
日
に
は
世
話
人
会
を

開
き
、
64
年
１
月
20
日
に
結
成
準
備
会
を
発

足
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
、
鉄
鋼
労
連
、
電
機
労

連
、
造
船
総
連
、
自
動
車
労
連
、
全
国
自
動
車
、

全
機
金
の
６
単
産
代
表
を
準
備
世
話
人
に
選

定
し
た
。
結
成
準
備
会
の
発
足
決
定
の
報
に
接

し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
は
、本
部
グ
ラ
デ
ル
書
記
長
、

ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
書
記
次
長
、
瀬
戸
日
本
事
務

所
長
の
三
者
名
で
再
度
、
日
本
協
議
会
結
成
の

提
唱
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ｃ
第
三
勢
力
と
い
う
誤
解

　
1
9
6
4
年
１
月
16
日
、
準
備
委
員
、
世

話
人
会
は
最
終
打
合
せ
を
行
っ
た
。
席
上
全
金

同
盟
は
、
日
本
協
議
会
の
性
格
問
題
を
取
り

上
げ
、
従
来
か
ら
の
主
張
を
繰
り
返
し
、
協
議

会
へ
の
参
加
を
中
止
す
る
こ
と
を
表
明
、
結
成

準
備
会
発
足
直
前
に
そ
の
参
加
を
中
止
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。「
日
本
協
議
会
の
規
程
案
は
多

数
決
制
で
加
盟
単
産
の
自
主
性
が
強
く
拘
束

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
盟
、
総
評
の
枠
を
越
え

た
第
三
勢
力
結
集
の
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
る
こ

と
」
な
ど
が
参
加
中
止
の
理
由
だ
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
他
労
組
は
、
多
数
決
制
う
ん
ぬ

ん
は
事
実
と
全
く
逆
で
規
程
案
で
は
全
会
一
致

制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
単
産
の
自
主
性
は

尊
重
さ
れ
て
お
り
、
第
三
勢
力
う
ん
ぬ
ん
も
全

く
の
誤
解
で
あ
る
と
し
た
が
、
全
金
同
盟
の
了

解
は
得
ら
れ
ず
、
全
金
同
盟
の
Ｊ
Ｃ
加
盟
ま
で

に
な
お
８
年
間
を
要
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－
Ｊ
Ｃ
誕
生

　

日
本
協
議
会
の
結
成
準
備
会
は
64
年
１
月

20
日
、
第
一
回
会
合
を
開
き
、
準
備
会
議
長
に

竹
花
電
機
労
連
委
員
長
、
副
議
長
に
大
谷
全

機
金
書
記
長
を
選
び
、
日
本
協
議
会
の
発
足
は

５
月
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
64
年
４
月
に

は
第
２
回
結
成
準
備
会
を
開
き
、
日
本
協
議
会

の
規
程
案
、
会
費
、
予
算
な
ど
を
最
終
的
に
承

認
、
い
よ
い
よ
５
月
16
日
に
東
京
青
山
の
日
本

青
年
館
で
、
結
成
大
会
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
っ

た
。
規
約
案
で
は
、
第
１
条
に
日
本
協
議
会
は

日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
単
位
と
す
る
こ
と

を
明
文
化
し
た
ほ
か
、
第
３
条
で
活
動
内
容
を

具
体
的
に
例
示
し
た
。

　

1
9
5
7
年
４
月
、
東
京
・
八
重
洲
口
国

労
会
館
の
一
角
に
日
本
事
務
所
が
開
設
さ
れ
て

以
来
、
瀬
戸
事
務
所
長
の
献
身
的
な
努
力
と
、

こ
れ
を
支
え
る
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記

次
長
の
名
コ
ン
ビ
で
、
わ
が
国
金
属
労
働
者
の

な
か
に
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
理
解
と
連
帯
が
芽
生
え
、

数
多
く
の
労
働
者
の
勇
気
と
決
断
力
、
そ
し
て

先
見
の
明
の
あ
る
同
志
の
指
導
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｍ

Ｆ

－Ｊ
Ｃ
結
成
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　

1
9
6
4
年
５
月
16
日
、
五
月
晴
れ
の
も

と
、
東
京
青
山
の
日
本
青
年
館
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ

Ｃ
結
成
大
会
は
挙
行
さ
れ
た
。結
成
大
会
に
は
、

各
界
代
表
を
は
じ
め
特
別
来
賓
と
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ

本
部
か
ら
グ
ラ
デ
ル
書
記
長
、
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー

グ
書
記
次
長
が
出
席
し
、
正
式
加
盟
組
合
よ
び

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
組
合
を
代
表
す
る
1
3
0
人

が
参
加
し
た
。
結
成
大
会
時
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ

加
盟
組
合
員
数
は
、
正
式
加
盟
４
単
産
２
組
合

46
万
9
7
0
0
人
、
オ
ブ
加
盟
８
組
合
17
万

4
0
0
0
人
の
合
計
64
万
3
7
0
0
人
だ
っ

た
。
正
式
加
盟
組
合
は
、
電
機
労
連
（
中
立
労

連
）、造
船
総
連（
総
同
盟
）、全
国
自
動
車
（
純

中
立
）、
全
機
金（
新
産
別
）、
八
幡
製
鉄
労
組

（
鉄
鋼
労
連
）、
中
山
製
鋼
労
組
（
鉄
鋼
労
連
）。

オ
ブ
加
盟
組
合
は
、
自
動
車
労
連（
全
労
）、

新
三
菱
重
工
労
組
（
総
同
盟
）、
三
菱
東
京
自

動
車
労
組
（
純
中
立
）、全
日
本
精
工
連
合
（
新

産
別
）、
日
本
鋼
管
労
連（
鉄
鋼
労
連
）、
住
友

金
属
労
連
（
鉄
鋼
労
連
）、神
戸
製
鋼
労
組
（
鉄

鋼
労
連
）、
大
同
製
鋼
労
組
（
鉄
鋼
労
連
）。
そ

の
他
傍
聴
組
合
と
し
て
川
崎
製
鉄
、
日
本
光
学

な
ど
の
組
合
代
表
も
出
席
し
た
。
か
く
て
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
（
Ｊ
Ｃ
）
は
内
外
の
労
働
界

の
注
目
の
中
で
船
出
し
た
。

　

そ
し
て
1
9
6
4
年
11
月
Ｉ
Ｍ
Ｆ
第
20
回

世
界
大
会
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
は
40
名
の
代
表
団

を
送
り
出
し
、
満
場
一
致
で
正
式
加
盟
が
認
め

ら
れ
た
。

（
文
責
：
組
織
総
務
局
）
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